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富士山

南飯町

南ア耳プス市

トレイ)\ro'

自企

哩1
=...
E

早川町

南
ア
ル
プ
ス
フ
ロ
ン
ト
ト
レ
イ
ル
は
、

南
ア
ル
プ
ス
市
、
富
士
川
町
、
身
延
町
、
南

部
町
、
そ
し
て
早
川
町
が
連
携
し
て
推
進

し
て
い
る
事
業
だ
.
南
ア
ル
プ
ス
市
の
夜

叉
紳
峠
か
ら
、
櫛
形
山
、
富
士
見
山
、
七
面

山
、
十
枚
山
な
ど
を
経
て
、
南
部
町
の
買
ヶ

岳
ま
で
の
お
よ
そ
加
加
を
尾
根
伝
い
に
歩

く
ロ
ン
ゲ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
.
歴
史
的
特

色
在
持
つ
峠
道
が
各
所
に
あ
り
、
信
仰
の

山
、
住
民
生
活
と
密
着
し
た
山
な
ど
、
エ
リ

ア
ご
と
に
極
々
な
特
徴
が
あ
る
.
ま
た
、
東

に
富
士
山
、
西
に
は
白
椙
三
山
を
は
じ
め

南
ア
ル
プ
ス
南
碩
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら

歩
く
こ
と
が
で
き
る
.
平
成
お
年
度
に
構

想
が
持
ち
上
が
り
、
何
度
も
現
地
踏
董
な

ど
を
通
し
て
検
討
を
進
め
る
中
で
、
よ
う

や
く
本
年
度
、
第
一
期
整
備
区
間
の
整
備

第|西EF'

鋼 l空白雪世間一山』章氏山

i|浦町吋士III町
I"山{吋 442q押しかの渇

ゆずの霊

忌n.ちい包ノタ

が
始
ま
っ
た
.
こ
の
区
間
は
、
来
シ
ー
ズ
ン

中
の
オ
ー
ブ
ン
在
目
指
し
て
い
る
.
ま
た
、

全
線
は
、
今
後
3
年
程
度
か
け
て
開
通
在

目
指
す
予
定
で
あ
る
.

勇
壮
な
南
ア
ル
プ
ス
を

眺
め
な
が
ら
ト
レ
イ
ル
に
入
否

池
の
茶
屋
5
大
峠
5
足
馴
峠

第
二
期
霊
備
区
間
の
北
端
は
、
早
川
町

奈
良
回
と
富
士
川
町
平
林
を
結
ぶ
丸
山
林

道
を
上
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
池
の
茶

屋
峠
だ
.
周
囲
を
見
渡
す
と
、
カ
ラ
マ
ツ
や

ダ
ケ
力
ン
パ
、
オ
オ
イ
タ
ヤ
メ
イ
ゲ
ツ
等

の
木
々
の
中
に
池
を
見
つ
け
た
.
峠
の
名

の
通
り
、
か
つ
て
こ
こ
に
は
茶
屋
が
あ
っ

早川町

大鯨付近.意氏山へ向かう温との分

厳点.左に見える、お椀を伏ぜた8・

a形をした山がWE'山.

池
田
茶
屋
峠

50 分

-
登
山
道
入
口

東
海
自
鍵
歩
退

.It倒

アクセス温(霊山温}
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た
と
い
う
。
ま
た
こ
こ
は
、
昭
和
初
年
頃
ま

で
、
早
川
町
奈
良
田
の
人
々
と
、
団
増
穂
町

(
現
富
士
川
町
)
の
人
々
が
荷
替
(
に
が
い
)

在
し
た
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

増
穂
か
ら
は
商
店
が
雇
っ
た
強
力
つ
」
う

り
き
)
が
来
、
麦
、
塩
な
ど
を
上
げ
、
奈
良
国

の
人
々
が
運
ん
だ
下
駄
、
曲
物
な
ど
と
交

換
し
た
そ
う
だ
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
池
の
ぼ
と

り
か
ら
丸
山
林
道
を
奈
良
田
方
面
へ

5
分

ほ
ど
歩
く
と
、
林
道
足
馴
線
の
分
般
に
出

る
。
こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
林
道
沿
い
を
歩

く
こ
と
に
な
る
が
、
木
々
に
覆
わ
れ
て
い

な
い
林
道
か
ら
は
、
雪
を
か
ぶ
り
真
っ
白

な
赤
石
岳
、
荒
川
三
山
の
悪
沢
岳
(
東
岳
)

な
ど
赤
石
山
脈
の
山
々
が
、
白
根
三
山
南

嶺
の
尾
根
の
向
こ
う
に
見
え
る
。

印
分
ぽ
ど
歩
く
と
登
山
道
の
入
口
に
出

る
。
カ
ラ
マ
ツ
や
ダ
ケ
力
ン
パ
の
聞
を
し

ば
ら
く
行
く
と
、
大
峠
へ
と
た
ど
り
着
く
。

峠
を
吹
き
抜
け
る
風
が
気
持
ち
い
い
。
峠

に
は
源
氏
山
方
面
へ
の
道
標
が
立
っ
て
い

る
。
源
氏
山
は
山
梨
百
名
山
に
も
選
ば
れ

て
い
る
山
で
、
甲
斐
源
氏
の
祖
先
・
源
義
光

が
砦
を
築
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
山
名

の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
我
々
は
源
氏
山
へ
は
向
か
わ

ず
、
南
の
尾
根
に
取
り
つ
く
。
尾
根
を
登
り

き
っ
た
辺
り
は
、
間
伐
が
さ
れ
て
い
て
眺

望
が
利
く
。
東
の
源
氏
山
に
目
を
や
る
と
、

そ
の
向
こ
う
に
雄
大
な
富
士
の
姿
が
現
れ

は
っ
と
息
在
飲
む
。
朝
日
に
輝
く
源
氏
山

越
し
の
宮
士
山
も
、
な
か
な
か
の
眺
め
だ
。

こ
こ
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
急
な
坂
を
下

る
。
下
り
る
と
そ
こ
は
足
馴
峠
だ
。

締遁足剛峠績からの眺め.左が赤石岳、右が恵沢岳.

南
ア
ル
プ
ス
登
山
史
の

禦
明
期
に
思
い
を
鵬
せ
な
が
ら

足
馴
峠
1
岡
松
山
5
倉
尾
山

足
馴
峠
は
、
旧
鰍
沢
町
(
現
富
士
川
町
)

の
小
室
と
、
早
川
町
の
下
湯
島
、
西
山
温
泉

在
結
ぷ
「
湯
島
道
」
の
道
中
に
あ
る
峠
だ
。

早
川
沿
い
に
ト
ロ
ッ
コ
軌
道
な
ど
が
整
備

さ
れ
る
以
前
、
西
山
温
泉
に
訪
れ
る
湯
治

よ聖司コラム①ユネスコエコパー引こ登録された南アルプス |
今年 6 月、早川町を含む南アルプス地域が「ユネスコエコパ クJに

登録されました.自然と人聞社会の共生を目的として、地域の生態系や

生物多織性を保全し、自然に学ぶと共に、文化的にも経済社会的にも

持続可能な発展を胃指す取り組みで蛍界で117カ恒621地地日本では

7地域が登録されています (2014年6月現在I.

エコパ ク内は、自然環境を守る「核心地織J、人々が暮らし、符腕可

能な地織社会の発展を目指す「移行地靴、核心地域と移行地域の聞に

あり、環境教育や観光などに利活用できる「緩衝地耽の 3 つのエリア

に分類されています。このトレイjしも、自然の利活用という怠味で、エ

コパ クと通勤した取り組みと言えるでしょう。ちなみに早川町内で

は、閣ノ岳、農鳥岳、無ヶ岳周辺が核心地域に怠っています.
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倒れた木の上に新た怠芽が出

る倒木更新 .1憶の繍廻転生.

'-'
ブナ(右)やミズナラ(左)の大木があちこちにあり、手つか

ずの療であることが伺える.

客

が

遇

っ

た

道

で

、

明

治

時

代

に

書

か

れ

た

『

甲

斐

の

落

葉

』

(

山

中

共

吉

著

)

に

よ

る

と

、

湯

治

客

在

背

負

う

強

力

も

い

て

、

背

負

子

に

五

升

樽

を

く

く

り

付

け

、

そ

の

上

に

布

団

在

か

ぶ

せ

害

在

座

ら

せ

た

と

い

う

。

ま

た

湯

治

寄

だ

け

で

な

く

、

南

ア

ル

プ

ス

登

山

の

翠

明

期

に

は

、

日

本

山

岳

会

の

初

代

会

長

、

小

島

烏

水

在

は

じ

め

、

山

へ

向

か

う

多

く

の

登

山

家

が

こ

の

峠

道

在

通

っ

た

と

い

う

。

風

寮

画

家

の

大

下

藤

次

郎

は

著

書

『

白

峰

の

麓

』

(

明

治

位

年

)

に

て

、

峠

在

越

え

南

ア

ル

プ

ス

が

見

え

た

と

き

の

感

動

在

「

顔

を

出

し

て

い

る

雪

の

峰

、

白

峰

l

I

白

峰
l
」

と

綴

っ

て

い

る

。

ち

な

み

に

、

是

馴

峠

と

い

う

名

前

は

、

大

正

刊

年

7
月

に

南

ア

ル

プ

ス

登

山

で

こ

の

地

在

訪

れ

た

浅

香

宮

鳩

彦

王

に

命

名

さ

れ

て

い

る

。

南

ア

ル

プ

ス

登

山

在

支

え

た

歴

史

あ

る

峠

道

在

横

切

っ

て

、

ト

レ

イ

ル

は

南

へ

続

く

。

こ

こ

か

ら

し

ば

ら

く

は

、

カ

ラ

マ

ツ

林

の

中

を

歩

く

。

新

緑

、

紅

葉

の

時

期

は

と

て

も

美

し

い

は

ず

だ

。

カ

ラ

マ

ツ

林

が

終

わ

る

と

、

視

界

が

開

け

白

根

三

山

と

そ

の

南

嶺

が

見

え

る

ポ

イ

ン

ト

に

た

ど

り

着

く

。

そ

こ

か

ら

は

、

ブ

ナ

や

ミ

ズ

ナ

ラ

、

モ

ミ

や

コ

メ

ツ

ガ

在

中

心

と

し

た

自

然

林

へ

と

入

っ

て

い

く

。

標

高1
日
2

1

mの

岡

松

山

在

過

ぎ

る

@

と
、
モ
ミ
や
コ
メ
ツ
ガ
が
主
体
の
林
へ
と

移
り
変
わ
っ
て
い
く
。
倒
れ
た
木
の
上
に

落
ち
た
種
が
発
芽
す
る
倒
木
更
新
が
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、
森
林
が
生
ま
れ

変
わ
り
ゆ
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

足
下
に
は
ヤ
マ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
が
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
群
生
し
て
お
り
、
春
に
は
可
憐
な

花
在
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

足
馴
峠
か
ら

2
時
間
半
ほ
ど
で
、
標
高

1
B
5
4
m

の
宮
尾
山
に
到
着
し
た
。

難
所
を
過
ぎ
否
と

落
葉
樹
の
美
し
い
殺
が
広
が
否

倉
尾
山

5
十
谷
峠

宮
尾
山
か
ら
南
下
す
る
と
、
す
ぐ
に
急

傾
斜
の
下
り
坂
に
入
る
。
こ
の
区
間
一
番

の
難
所
だ
。
尾
根
か
ら
外
れ
ル

l
ト
が
や

や
不
鮮
明
だ
が
、
ロ
ー
プ
が
張
っ
て
あ
り
、

そ
れ
を
伝
え
ば
迷
う
事
は
な
い
。
下
る
途

中
、
巨
大
な
岩
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
り

迫
力
が
あ
る
。

急
傾
斜
が
一
段
落
す
る
と
、
今
度
は
背

丈
ほ
ど
も
あ
る
笹
だ
。
し
か
し
、
こ
こ
も

ル
l
ト
上
は
笹
が
刈
ら
れ
て
い
て
、
そ
の

聞
を
歩
け
ば
問
題
は
な
い
。
途
中
、
ミ
ズ
ナ

ラ
や
ブ
ナ
の
大
木
が
何
本
も
あ
り
、
思
わ

ず
見
上
げ
て
し
ま
う
。



し
ば
ら
く
行
く
と
、
カ
ラ
マ
ツ
林
の
中

に
広
く
平
ら
な
場
所
が
あ
っ
、
こ
こ
で
一

休
み
。
カ
ラ
マ
ツ
の
聞
か
ら
は
富
士
山
が

見
え
る
。
さ
ら
に
進
む
と
、
植
林
の
た
め
に

木
が
伐
採
さ
れ
、
草
原
に
な
っ
て
い
る
場

所
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
は
北
西
方
面
が
完

全
に
見
渡
せ
、
白
根
三
山
と
そ
の
南
嶺
の

山
々
と
と
も
に
、
美
し
く
色
づ
く
手
前
の

山
ひ
だ
が
一
望
で
き
る
。

十
谷
峠
手
前
は
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
に

加
え
、
朴
の
木
や
力
工
デ
の
類
い
が
増
え

て
く
る
。
大
木
が
多
く
、
下
草
は
そ
れ
ほ
ど

生
え
て
い
な
い
。
歩
き
易
〈
気
持
ち
の
よ

い
空
間
。
落
ち
葉
の
上
を
ザ
ワ
ザ
ク
と
歩

く
感
覚
が
た
ま
ら
な
い
。
カ
エ
デ
は
、
オ
オ

イ
ヲ
ヤ
メ
イ
ゲ
ツ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
ィ

タ
ヤ
力
エ
デ
、
コ
ミ
ネ
力
工
デ
、
ウ
リ
ハ
ダ

|コラム②南アルプス登山を支え悼川の民 目
明治時i1:-小島烏水ら、著名な重量山家が商アルブスの

山々を次々と登頂していった宵慢には、阜川の民のサポー

トがあった.登山家たちが残した紀行文にI~ 大村晃平、中

村宗鶴といった名前カ噛聞に出てくる.彼らは早川町湯島

に世んでいた猟師たちで、普段から山に入り絹過していた

ため案内人として届われたふ西山村総によれば、大正12年

にほ西山畳山案内組合(組合長中村宗義/組合員加名)

が股立さ才L地元の猟師たちが商アルプス金山の案内に従

事したとされている.

今年度トレイルの蓋備と並行して、「商アルプスガイド

クラブ」が立ち上がった.早川からも 7 名がメンバーと

怠っている.かつての案内人の精縛を引き継ぎ、登山客の

安全な山歩きをザポ 卜しながら、南アルプスの山や里の

自然、歴史、文化を感じてもらうべ〈、筏術と知醸の向上に

日々研繍を積んでいる.

力
工
デ
立
ど
種
類
も
非
常
に
多
い
。
紅
葉

が
美
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
い
ろ
い

ろ
な
種
類
の
力
工
デ
を
探
し
な
が
ら
歩
く

の
も
楽
し
い
は
ず
だ
。

広
業
樹
の
林
在
銭
け
る
と
、
峠
が
見
え

て
き
た
。
こ
こ
が
今
日
の
ゴ
ー
ル
、
第
一
期

整
備
区
間
の
南
端
+
谷
峠
だ
。
こ
の
峠

は
、
早
川
町
茂
吉
の
人
々
が
、
旧
鰍
沢
町
十

谷
や
、
さ
ら
に
鰍
沢
の
町
へ
生
活
物
資
や

正
月
支
度
の
物
資
等
を
買
い
に
出
か
け
る

際
に
通
っ
た
場
所
。
十
谷
で
買
っ
た
お
酒

を
道
中
飲
ん
で
、
茂
宣
に
た
ど
り
着
く
頃

に
は
半
分
に
な
っ
て
い
た
在
ん
て
こ
と
も

あ
っ
た
と
か
。
峠
在
越
え
た
安
堵
感
か
ら
、

き
っ
と
こ
こ
で
も
飲
ん
だ
の
だ
ろ
う
.

我
々
も
峠
に
腰
を
下
ろ
し
、
無
事
歩
き
通

し
た
安
堵
感
に
漫
り
な
が
ら
、
酒
な
ら
ぬ

水
を
ゴ
ヲ
ゴ
ヲ
と
の
ど
に
流
し
込
ん
だ
。

今
回
紹
介
す
る
ル

l
卜
は
、
こ
こ
ま
で
。

ト
レ
イ
ル
を
歩
い
た
気
分
に
草
り
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
ト
レ
イ
ル
在
実

際
に
歩
き
た
く
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
は
、
山
歩
き
と
と
も

に
、
そ
の
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
在
学

ぶ
こ
と
。
み
な
さ
ん
も
、
美
し
い
自
然
や
眺

望
在
楽
し
み
な
が
ら
、
山
の
記
憶
、
里
の
記

憶
を
探
し
に
ト
レ
イ
ル
に
出
か
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

http://shop.joryuken.net/
上舵ウ z プサイトでは他の商品も飯売しております.会員割引も適用できますのでぜひご活用下さい.早川旬の直送便

島根芋(とうねいも)は、大島集

落田特産品です。その昔「唐の芋」

と呼ばれた里芋由置で、粘りが

強く、京野草の海老芋に匹敵する

昧です。無贋車で大事に育てられ

た島根芋町衆物は絶品です.

芋茎は、年間で 7DO 袋売れる人気

商品。干鳳のように書き寿司の芯

に憤ったり、刻んで理ぜご飯田具ー

として入れたり、煮物や 'Iまうと

う」由異としても使われています.

根芋の詰合せ2雨畑紅茶 Yal丁目

こ由紅茶は早川町白雨畑地区

で生産加工されたものです.圏車

在使わずに、有槽肥料で育てた雨

畑茶を紅茶とすべく、構想から 2

年半を掛け商品化されました.香りや甘味カ唱〈、紅茶特

有田渋味やえぐ障が少ない、安心して何杯でも飲める紅

茶です。雨畑町新しい香りを、是非、お棄しみ下さい。

向書/親芋酎1kg

小字前1kg

芋茎 t 袋

個格/一般'.田0円+送料

会員 1 ，665円+送料

発送/10月 20日(月)から

締切/11月 10日(月)まで

向容/1 告に茶簸70g

(35gx2 袋入り)
価格/一般， ，350円+送料

会員 1 ，215円+送料

尭道/j:主主聞に発送

蹄切/売切れ，欠第終了

lぉ知らゼJ 6 月より、早川匂の直送便(本紙上及び、インターネット上の直送便

ザイトでの物産販売}陪早川町鳳後{つづら"がZとつみや(代表池周囲』が実

施いたします.今後商品初発送元代盆の入盆弘ヲイト上の注文先がたつみ

やに順次切り変わりますので、ご7'降下さ~¥.fJ:お、本紙上で紹介した句庫に関
する電極 FA えメ "でのご注文先払引き聖鶴き下記・務局とむります.
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申し込み/問い合わゼ先南アルプス生態邑『野鳥公園」また思『へルシー美里J

[野鳥公園l TElJFAX 国5&48-22曲 E守咽 V訂w・閣法制守管泡四n

はやかわ創造空間 COCOROTO II叫凶一隻到TR:05骨骨2621 削 055&48·羽田 E咽吋帽別法制問氾四n

A:福一仁明『はじめて出会ったオ-m w-叩町
~アラスカ・フェアパンウ滞在配~ 却13年2月‘オ ロラをもとめて内陵地フェアパンクス

の衡に障り立ちました.夜間の気温はおよそー25"C.橿.

の地に 5 日間滞在し.念願のオ ロラにめぐりあう事がで

きました.夜間にmう樽砲の光をご覧〈ださい.

今緬一仁(いまふくかずひと}

1976且山製県生ま才'-大阪芸繊大学芸術学部写関学科卒集.

山梨県在住田寄実家、今福一仁さ

んがアラスカで蝿肥した、オ ロラ

の写真贋を開催数します.

会期/11月 1 日比)-11月 24日伺)

10 ∞ -17 ∞
,"1

※月眠、火曜休館(冊目隠開館。

翌日が代体〉、入場無料

島秋田早IJII吾満喫 |
「はやかわ紅策とそば祭り」今年も開催 1 l

町内の名物そItが大集合するそI ;tMIJ.i!iや貨に染まった美しい

山々と鍵聴しいおそばを鎗しみに、軟の早川にお出盛It下さい.

11月 9 日{日) 10 はト 14 田於ヘルン美里グラウンド

ザポタ ズクラブ会員I~、石8・きコーヒー 1 符サービス'



4閉園・h 赤沢宿・清水置にて

.箇箇1m松原秀伸水彩画展

赤罰集落円の休惣所宿の駅潤水

厘では、 2 摘をギャラリーとして活

用しています.今回は、水器画展を行

います.多数の美術館などに作品を

収蔵している松原尭仰さんが、 "ill宿円の風景を繍いた作品を展

示.置しい水揮で描かれた都沢のまちなみから、実物とまた遭った

痩きを見つけられるかもしれまゼん.お近くにお越しの障は、ぜり

お立ち寄り下さい 1

会闇/10月 2 日(本)-10月 31 日(創 9 ∞ -16 ∞

来水量定係、入嵐傾剥

4・h 日本一人口が少ない町の日本元貫な小学校

也閥早)I I北小学校「わらベどんぐり祭りJに
司・v 著書加しませんか?

早川北小学後のー代イベン

ト、「わらべどんぐり祭ワJ.午

前中は早川町の曹い缶えを湾

現した民E劇や、音業発表.午

後は .牽の発表や、係官置蓄

地織田方々 来賓みん訟で参

加するアットホ ムな軍動会怠ど円曹は盛 'J訳山!

当日は、早川町ヘ移住を検酎している方向けにセミナーも

行います!早川町への移住に興味由ある方、学綾田様子を覗

いてみたいという方はぜひお越し下さい!

日時/10月 18日比)9 田~

米セミナー回 11 :15tJら.円寄回投円見学、

早川町での生活白銀明移住俸駿睦忽ど

"111慣/無料(お昼ご飯に隠みん忽でコレをお餅を

ご開店しま~!

問い合わ時「早川町立早川北小学勧
住所山製県南巨摩事早川町大原野 163

電信田56-2φ5531

行圃 :Eα骨320同V誌""合同国"""'~

吊四 ι叩圃川同信Ml賀沢町と長瓦三三7

慶雲館の冬のスペシャルプラン! -I

「世界最古田逼泉宿」としてギネスブックに認定さオL 日本E指の

名B使館として知られる..館より、この時期限定由スペシャルプ

ランをご案内します!

12月 25日女性限定 1

『ウリスマス特別レディースプラン』

今年由クリスマλあ怠たはどうお過ごし

の予定ですか? 12月 25目、女蛙田方だけにお

届けする特別プランをご用意致しました.

日々頑強っている自分へのご麗美に、立友置

と週泉三障の賀沢を満明。慶璽障が思い出に

残る聖置を演出します.

※12月 25目 1;1女性のお客織限定で

l館内女性貸切1 になります.

通常25ρ∞円のところ→ 18，000円

通鯵21 ，6∞円のところ→16，000円

さらに‘ 1 ドリンクザ ピス. B名以上でお申

し込みの喝合はカラ:tケ付き!

※どちらのプラン色、一泡 2111，サービス札税込み

(jj出£.入湯椛1田円か必聖と広りま~)

予約/お問い合わゼ先「西山温泉ー慶.館憎当伏見IJ
住所 山製県南巨摩郡早川町西山温泉

花L: 0556-48-2111(代}同 X: 0556 ト48-2611

‘鍵しい清水置
の内包(二階)

問い合わせ先『赤沢宿・宿の駅清水屋 J
住所山製県南巨摩思早川町赤沢 193

電話 055&45-3232 '"セミナーの織子

問今号の特集で紹介したトレイル

!率、何という名前でしょう.

答 1.稼アルプスパノラマトレイル

2 ，繭アルプスマウントトレイル

3 ，商アルプスフロントトレイル

正解賓の中から鏑置で 2 名憾にバー

ドコールをプレゼントいたします!平

成田年"月 15 日締切畑旬有制です.

業湾周隠がきをお婚ちで~い方向毒菌製図げきに

固茜とお名低ご住所竃 Ma !t!"ご記入のよ、~

送り下さい!

前回のクイズの正解 l率、 3のr山の名前」

でした.鏑遣の結集石図興組さん(東総

山市)が当選しましたIiおめでとうござ

います 1
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早川町で感劃体騒を

南アルプス生態邑

光源の里，畠泉 へJレシて美里

南アルプス巴野鳥公t薗

浜田屋商店
竃iii 0556-48・2311

T.'!'ｭ

ご予抑・お問い合わ t主

TEU0556-48-2621
htt:ri./ l執N柄NJ-・，...愉 8寸-唱団 ..to!

生....・・・..・の ζと~ら
樟茸会祉 さいとうエージェンシ­
tel..055280ｷ3360 値比 .055 28().3361

自"~.-r トリスレンタおのこと aら

有限量社 S·T-E·P
tet.0552803350

防災
用晶

F制御働粉暫議騒剖

訪~4~ 事罰栂(有)
〒409- 3244

山製鋼西八代 g市川三 S町審問 2077

TEL0556-32-1003 FA え0556-32-1004
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